
　幸田高校で卒業証書授与式が
行われました。卒業生が退場す
るときに、担任の先生に向かっ
てクラスメイトたちの思いを叫
んでいました。出口では先生が
ハイタッチで迎えました。また、
平成30年度で情報活用コースが
なくなることを記念するため、
同コースの３年D組でタイムカ
プセルを埋めました。中には12
年後の自分に宛てた手紙やメッ
セージ動画が入れられました。

　中央公民館で「まちの未来を築く自動運転技術」講演会を行い
ました。東京大学大学院准教授の加

か

藤
とう

真
しん

平
ぺい

氏が、「自動運転の民
主化」と題して自動運転を活用したサービスなどを話しました。
また名古屋大学河口研究室研究員の高

たか

橋
はし

秀
ひで

行
ゆき

氏が「シナジック・
モビリティ実証実験」について、自動運転社会に求められている
新しいプラットフォームの創出をするために、タクシーやえこた
んバスを使用した実証実験の取り組みを報告しました。

春の火災予防運動を実施しました。空気が乾燥し火災の発生が
多くなるシーズンを迎えるにあたり、町内の大型物販店（ピア
ゴ、ドミー、フィール）で消防長による特別査察や保育園、幼
稚園の園児による防火法被の着用登園で、火災予防啓発を実施
しました。
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⬆３年D組の卒業生の皆さん

⬆講演する加藤氏

⬆防火法被を着用した園児たち

い出はいつまでも

来を築く技術

災予防に一役！

幸田高校卒業証書授与式

「まちの未来を築く自動運転技術」講演会

春の火災予防運動
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　深溝保育園でお別れ会が行わ
れました。年中、年少児が年長
児に向けて、あやとりやブロッ
クで作った作品を披露したり、
こま回しやフラフープなどの発
表をしたりと、園内は大盛り上
がり。年長児はそのお礼に法被
を着てソーラン節を披露しまし
た。最後に退場する時には、年
中、年少児がトンネルを作り、
年長児がくぐっていきました。

　町内の小学校で卒業証書授与式が行われました。
荻谷小学校では、緊張の中にも引き締まった表情の
卒業生が、卒業証書を一人ずつ受け取りました。卒
業の歌を在校生に贈る場面では、涙を流している卒
業生の姿も見られました。式が終わり教室に戻ると、
最後の授業が始まりました。担任の先生からのお話
を真剣に聞き、最後に今までで一番大きな声で「あ
りがとうございました」と感謝の気持ちを伝えてい
ました。

　里保育園でよもぎ団子つくりが行われました。作った
のは年少児、初めてのクッキングです。餅粉に水を入れ
てこねたら、そこに園の周辺で摘んできたよもぎを投入。
混ぜるとほんのり緑色になりました。そこから、子ども
の手でコロコロ丸い形に整えます。ちょっぴり不ぞろい
な形はご愛敬、給食室で茹でてもらって完成です。おや
つに出てくると「これ、ぼくが作った！」「おいしーい」
と大満足でした。自分たちで作った団子は一味違ったよ
うで、きれいに平らげました。

3/15

3/20

3/19

⬆園内に「ドッコイショ！」の声が響き渡りました

⬇「ありがとうございました！」

⬆たくさん団子を作るぞ！

気よくお別れ発表をしました

び舎にさようなら

んなで作るとおいしいね♪

深溝保育園お別れ会

小学校卒業証書授与式

里保育園よもぎ団子つくり
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